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後
に
三
の
丸
と
な
る
惣
構
え
は
、
慶
長
五
年
の
出
羽
合
戦
で
の
築

城
と
し
、
山
形
城
下
町
は
、
慶
長
十
年
頃
に
整
備
さ
れ
た
と
考
え

た
。

　
ま
た
、
近
世
山
野
辺
城
で
は
、
最
上
義
光
の
子
、
山
野
辺
義
忠

は
山
形
御
所
の
出
自
で
、
端
正
な
方
形
の
城
を
築
く
は
ず
だ
が
、

山
野
辺
城
は
そ
う
で
な
く
、
高
楯
氏
の
築
城
と
推
測
し
た
。
こ
こ

で
指
摘
し
た
山
形
御
所
の
城
と
は
、
室
町
幕
府
の
将
軍
御
所
と
同

じ
方
形
プ
ラ
ン
で
、
そ
れ
に
、
最
上
義
光
の
子
、
義
康
か
家
親
が

造
っ
た
二
重
方
形
輪
郭
式
の
近
世
寒
河
江
城
と
、
最
上
義
光
の
弟
、

長
瀞
義
保
の
造
っ
た
、
近
世
長
瀞
城
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　
そ
し
て
、
山
野
辺
義
忠
の
山
野
辺
入
部
は
、
慶
長
六
年
説
を
通

説
と
す
る
が
、
粟
野
俊
之
氏
は
、
元
和
三
年（
一
六
一
七
）ま
で
は

楯
岡
城
主
で
、
元
和
三
年
に
山
野
辺
に
入
っ
た
と
す
る
。
楯
岡
氏

　
本
書
は
、
山
形
の
豊
か
な
城
が
語
る
、
戦
国
世
界
を
考
え
た
も

の
で
あ
る
。
そ
の
要
点
を
述
べ
よ
う
。

　
第
1
部
の
「
山
形
の
城
を
考
え
る
」
で
は
、
個
別
の
城
を
取
り

あ
げ
考
察
し
て
い
る
。
最
初
に
、
最
上
義
光
の
山
形
城
整
備
を
取

り
あ
げ
た
。
北
野
博
司
氏
は
、
昨
年（
二
〇
二
三
）、
最
上
氏
時
代

の
山
形
城
絵
図
と
評
価
さ
れ
て
き
た
、「
最
上
家
在
城
諸
家
中
町

割
図
」
が
、
最
上
氏
時
代
の
本
丸
・
二
の
丸
と
、
後
の
正
保
城

絵
図
と
を
合
成
し
、「
最
上
氏
分
限
帳
」
の
武
将
を
書
き
こ
ん
だ
、

編
纂
図
で
あ
る
と
発
表
し
た
。
私
は
、
そ
れ
を
う
け
て
、
涌
谷
亘

理
家
伝
来
の
「
最
上
山
形
之
図
」
を
取
り
あ
げ
、
齋
藤
仁
氏
が
指

摘
し
た
慶
長
五
年
段
階
の
、
最
上
氏
時
代
の
山
形
城
絵
図
と
考
え

ら
れ
る
と
し
た
。
そ
の
絵
図
か
ら
、
最
上
義
光
は
、
戦
国
時
代
山

形
城
を
全
面
的
に
改
修
し
た
近
世
山
形
城
を
造
ら
な
か
っ
た
こ
と
、

は
じ
め
に
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衆
を
徹
底
的
に
掃
討
し
た
最
上
下し
も
ご
う郷
仕
置
き
で
、
そ
の
後
は
、
延の
べ

沢さ
わ

氏
と
牛ご

房ぼ
う

野の

氏
、
義
光
が
入
れ
た
寺
内
氏
、
行な
め
さ
わ沢

氏
、
新あ
ら
た
て舘

氏

が
、
城
主
に
な
っ
た
と
整
理
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
庄
内
地
方
の
戦
国
世
界
は
、
史
料
の
な
い
時
代
、
戦
争

の
時
代
、
地
方
の
時
代
、
交
流
の
時
代
と
し
、
庄
内
戦
国
の
画
期

は
、
天
正
十
一
年（
一
五
八
三
）、
大
宝
寺
義
氏
の
自
刃
と
考
え
た
。

　
第
3
部
「
山
形
の
城
を
歩
く
」
で
は
、
私
の
歩
い
た
城
の
紹
介

で
あ
る
。
そ
の
う
ち
、
上
山
市
陣
山
楯
は
、『
最
上
斯
波
家
伝
』

が
、「
高
畠
二に

い井
宿し
ゅ
くか
ら
進
攻
し
た
、
上
杉
軍
千
人
が
、
陣
山
に

陣
を
置
い
た
」
と
書
く
こ
と
か
ら
、
上
杉
軍
の
陣
城
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
西
川
町
吉
川
楯
は
、
階
段
状
曲
輪
と
多た
じ
ゅ
う
お
び
ぐ
る
わ

重
帯
曲
輪
を
も
ち
、

切き
り
ぎ
し岸
は
高
く
鋭
く
、
天
正
十
二
年（
一
五
八
四
）、
最
上
義
光
に
備

え
た
、
国
人
吉
川
氏
が
築
城
し
た
戦
争
用
の
城
と
考
え
た
。

　
第
4
部
の
特
論
で
は
、
山
形
の
階
段
状
曲
輪
を
も
つ
城
を
取
り

あ
げ
、
最
上
の
山
城
の
特
徴
と
し
た
。
ま
た
、
追
悼
報
告
と
し
て
、

川
崎
利
夫
氏
と
の
城
研
究
を
述
べ
て
い
る
。

　
そ
れ
で
は
、
城
が
語
る
山
形
の
戦
国
世
界
に
案
内
し
よ
う
。

菩
提
寺
の
祥
雲
寺
記
録
に
も
そ
う
書
か
れ
、
粟
野
説
が
妥
当
と
考

え
ら
れ
る
。
そ
う
す
る
と
、
近
世
楯
岡
城
の
築
城
主
は
、
山
野
辺

義
忠
と
な
り
、
元
和
八
年
ま
で
五
年
し
か
い
な
か
っ
た
楯
岡
光
直

が
、
近
世
楯
岡
城
を
造
れ
た
の
か
と
い
う
、
疑
問
が
解
消
す
る
こ

と
と
な
る
。

　
次
の
、
第
2
部
「
城
が
語
る
山
形
の
戦
国
世
界
」
で
は
、
最
上

小
国
地
方
、
尾
花
沢
・
大
石
田
地
方
、
庄
内
地
方
を
取
り
あ
げ
た
。

　
最
上
小
国
地
方
は
、
私
の
初
め
て
の
城
歩
き
の
地
で
、
悉
皆
調

査
を
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
地
に
、
全
国
的
に
み
て
も
豊
か

な
城
世
界
が
あ
り
、
そ
れ
は
、
戦
国
時
代
に
、
山
と
川
に
よ
る
恵

ま
れ
た
自
然
に
支
え
ら
れ
た
豊
富
な
生
業
が
あ
り
、
多
彩
な
歴
史

が
展
開
さ
れ
、
各
地
に
城
が
造
ら
れ
た
こ
と
に
あ
る
と
考
え
た
。

　
ま
た
、
尾
花
沢
・
大
石
田
地
方
は
、
私
が
初
め
て
城
の
悉
皆
調

査
を
し
た
地
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
領
主
の
城
を
取
り
あ
げ
、
天

正
十
年（
一
五
八
二
）に
、
国こ
く
じ
ん人
領
主
、
有
力
な
在
地
土
豪
、
村
に

基
盤
を
置
く
在
地
土
豪
が
各
地
に
割
拠
し
、
由
利
十
二
頭
と
同
じ

世
界
が
展
開
さ
れ
て
い
た
と
考
え
た
。
そ
の
世
界
が
消
失
す
る
の

は
、
天
正
十
二
・
十
三
年
の
最
上
義
光
に
よ
る
、
従
わ
な
い
豪
族


